
時
評現

代
の
和
歌
が
見
え
る
場
所

　
春
は
各
地
で
曲
水
の
宴
が
行
わ
れ
る
。
京
都
で
は
、
三
月
中
旬
に
北
野
天

満
宮
、
四
月
中
旬
に
上
賀
茂
神
社
、
下
旬
に
城
南
宮
で
行
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ

で
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
神
域
で
の
華
や
か
な
年
中
行
事
は
ニ
ュ
ー

ス
で
観
る
だ
け
で
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
る
。

　
京
都
の
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
水
の
宴
と
は
少
し
だ
け
縁
が
あ
る
。
北
野
天
満
宮

は
、
二
〇
一
六
年
に
復
興
さ
れ
た
。
第
一
回
の
ポ
ス
タ
ー
は
当
時
同
志
社
大

学
の
学
生
で
あ
っ
た
狩
衣
姿
の
私
（
後
ろ
姿
だ
が
）
で
あ
る
。

　
菅
原
道
真
の
顕
彰
と
あ
っ
て
、
宴
に
召
さ
れ
た
男
性
詠
者
は
盃
を
流
す
間

に
漢
詩
を
作
り
、
女
性
が
和
歌
を
詠
む
。
漢
詩
を
作
る
と
は
、
藤
原
道
長
が

生
き
た
平
安
時
代
の
考
証
に
基
づ
く
も
の
。
本
来
的
な
曲
水
の
宴
は
即
興
の

和
歌
で
は
な
く
、
一
晩
か
け
て
漢
詩
を
作
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
参
仕
す
る
詠
者
は
男
女
の
番
で
四
組
。
成
人
三
組
は
京
都
の
著
名
な
文
化

人
か
ら
選
ば
れ
て
き
て
い
る
。
残
る
一
組
は
、
京
都
の
中
、
高
、
大
の
学
生

か
ら
選
ば
れ
て
お
り
、
地
域
に
根
づ
い
た
祭
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
。

　
和
歌
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
京
都
教
育
大
学
教
授
で
も
あ
る
京
都
歌
会
の
植

山
俊
宏
。
植
山
の
指
導
力
は
大
き
く
、
祭
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ

の
指
導
力
は
例
え
ば
、
植
山
「
中
学
生
の
和
歌
創
作
学
習
に
関
す
る
実
践
的

研
究
：
百
人
一
首
に
か
か
わ
る
返
歌
、
類
想
歌
創
作
の
試
み
」（「
教
育
実
践

研
究
紀
要
」
京
都
教
育
大
学
二
〇
一
八
年
三
月
）
な
ど
で
う
か
が
え
る
。
私

は
コ
ロ
ナ
騒
動
と
な
る
前
の
二
〇
一
九
年
ま
で
雅
楽
の
演
奏
で
参
仕
し
た
。

　
上
賀
茂
神
社
は
、
現
代
の
葵
祭
の
主
役
と
な
っ
た
斎
王
代
が
一
年
間
の
最

後
の
奉
仕
と
し
て
、
歌
人
に
歌
題
を
披
露
す
る
。
加
茂
社
と
し
て
も
重
要
な

神
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
か
つ
て
永
田
和
宏
・
河
野
裕
子
夫
妻
が
歌
人
と
し
て
参
仕
し
て
い
た
が
、

現
在
は
永
田
紅
が
両
親
の
役
を
継
い
で
い
る
。
永
田
ほ
か
三
枝
昻
之
ら
が
歌

人
と
し
て
召
さ
れ
る
。
ま
た
、
下
冷
泉
家
（
室
町
時
代
に
分
岐
し
た
冷
泉
家

の
分
家
）
の
当
主
も
参
仕
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

　
現
代
歌
人
に
よ
る
和
歌
的
な
題
詠
と
と
も
に
、
霞
会
館
（
旧
華
族
組
織
）

会
員
に
よ
る
「
和
歌
」
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
詠

ま
れ
た
和
歌
は
冷
泉
家
の
門
人
に
よ
っ
て
「
和
歌
」
と
し
て
披
講
さ
れ
る
。

現
代
短
歌
と
和
歌
が
ぶ
つ
か
り
あ
う
空
間
と
い
え
よ
う
。

　
城
南
宮
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
二
〇
二
〇
年
の
催
行
が
中
止
と
な
っ
た
が
、

代
わ
り
に
献
詠
祭
を
行
っ
た
。
私
も
歌
人
と
し
て
歌
を
奉
納
し
た
。
ぜ
ひ
と

も
曲
水
の
宴
に
も
歌
人
と
し
て
参
仕
で
き
た
ら
と
思
う
。
参
仕
す
る
歌
人
は

冨
貴
高
司
、
楠
誓
英
、
江
畑
實
と
い
っ
た
現
代
歌
人
と
、
書
家
で
あ
る
。
歌

題
は
和
歌
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
現
代
歌
人
は
い
か
に
和
歌
の
題
詠
を

詠
む
の
か
、
注
目
に
値
す
る
。

　
盃
が
目
の
前
に
く
る
ま
で
に
歌
を
詠
む

―
歌
会
と
い
う
と
こ
れ
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
人
も
少
な
く
な
い

―
と
い
う
掟
は
、室
町
時
代
の
故
実
書『
公

事
根
源
』
か
ら
見
え
、
こ
れ
以
降
広
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
故
実
書
は

応
仁
の
乱
後
の
王
朝
復
古
の
時
代
に
、
平
安
の
雅
を
志
向
し
て
書
か
れ
た
。

　
平
安
時
代
の
儀
礼
復
興
と
す
る
な
ら
、
曲
水
の
宴
で
披
露
さ
れ
る
べ
き
は

漢
詩
で
あ
る
。
た
だ
、
現
代
歌
人
が
和
歌
ら
し
く
歌
を
詠
む
現
代
の
曲
水
の

宴
も
、『
公
事
根
源
』
と
同
じ
く
平
安
の
雅
を
志
向
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

　
六
〇
〇
年
前
と
同
じ
心
で
雅
を
求
め
る
の
も
悪
く
は
な
い
気
も
す
る
。

御
手
洗
靖
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